１　林地開発許可申請書の様式
森林法施行規則の規定に基づき申請書等の様式を定める件（昭和３７年７月２日農林省告示第８５１号）で定める「１　森林法施行規則第４条の申請書の様式」
	
林　地　開　発　許　可　申　請　書

　　　　年　　月　　日

都道府県知事　　殿

住　所 
申請者　氏名　　法人にあっては、名
称及び代表者の氏名　　　　　

次のとおり開発行為をしたいので、森林法第１０条の２第１項の規定により許可を申請
します。

	
	開発行為に係る
森林の所在場所
	　　　市　　　町
　　　　　　　　大字　　　字　　　地番
　　　郡　　　村
	

	
	開発行為に係る
森林の土地の面積
	
	

	
	開発行為の目的
	
	

	
	開発行為の着手予定年月日
	
	

	
	開発行為の完了予定年月日
	
	

	
	開発行為の施行体制
	
	

	
	備考
	
	

	
注意事項
１　面積は、実測とし、ヘクタールを単位として小数第４位まで記載すること。
２　開発行為を行うことについて、環境影響評価法（平成９年法律第81号）等に基づく
環境影響評価手続を必要とする場合には、備考欄にその手続の状況を記載すること。
３　開発行為の施行体制の欄には、開発行為の施行者を記載するとともに、その施行者
に防災措置を講ずるために必要な能力があることを証する書類を添付すること。なお、
申請時において開発行為の施行者が確定していない場合における当該欄の記入につい
ては、開発行為に着手する前に必要な書類を提出することを誓約する書類等の提出を
もってこれに代えることができる。




（注）１　開発行為に係る森林の土地の面積については、地域森林計画の対象となっている民有林に
おいて、土地の形質を変更する区域の面積を記載してください。
２　「開発行為の施行体制」欄については、開発行為の施行者（土地の形質の変更に係る工事を施行する者（その予定者を含む。）をいう。）の住所及び氏名（法人にあっては、名称及び代表者の氏名）を記載し、様式９その２（開発行為の防災工事施行者の概要及び実績書）を添付してください。
なお、申請時において開発行為の施行者が確定していない場合にあっては、当該施行者の選定方法を記載し、様式２１（誓約書）を添付してください。
３　環境影響評価法（平成９年法律第８１号）又は三重県環境影響評価条例（平成１０年三重県条例第４９号）等に基づく環境影響評価手続を必要とする場合には、備考欄に「環境影響評価手続の状況については、別添のとおり。」と記載し、当該手続の状況を記載した様式２（開発行為を行うことについて行政庁の許認可等の手続の状況）を添付してください。
４　既に開発行為の許可を受けた者が、当該許可に係る事項の変更により法第１０条の２第１項の申請をしようとする場合については、下記によってください。
　①　「開発行為の着手予定年月日」欄中、記載事項名中「予定」の２文字は抹消し、当該記載欄には開発行為を着手した日（規則第１０条の着手の届出に「着手した年月日」として記載したもの）を記載してください。
　②　「備考」欄には、当初の許可並びに直近の変更許可（変更許可がある場合）の日付及び番号を記載してください。
[bookmark: _GoBack]　③　「開発行為の着手予定年月日」及び「備考」欄以外の各欄には、当該変更後における内容を記載してください。また、変更しようとする内容について、その理由及びその前後を対照した説明書（規則第３号様式）並びに当該変更に係る変更後の計画書及び図書等を添付してください。
